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平
成
16
年
度
の
給
水
戸
数
は
１
万

１

０
２
９
戸
で
、
給
水
人
口
は
２
万

８

８
０
７
人
で
す
。
前
年
度
に
比
べ

て
２
５
７
戸
、
２
５
２
人
増
え
ま
し
た
。

年
間
総
配
水
量
は
３
５
６
万
１
４
２

立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

５
万
９

２
５
８
立
方
メ
ー
ト
ル
増
え
、

年
間
有
収
水
量
は
３
０
２
万
２

７
５

０
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
５
万
４

３
３

７
立
方
メ
ー
ト
ル
増
え
ま
し
た
。

有
収
率(

総
配
水
量
に
対
す
る
総
有
収

水
量)

は
84
・
９
１
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
前

年
度
と
比
べ
０
・
１
２
パ
ー
セ
ン
ト
向

上
し
ま
し
た
。

現
在
、
１
立
方
メ
ー
ト
ル
を
給
水
す

る
た
め
の
費
用
は
１
４
７
円
で
す
。(

下

グ
ラ
フ
参
照)

岡
垣
町
浄
水
場
中
央
制
御
盤
更
新
工
事

１
億
８

１
８
０
万
９
千
円

高
尾
配
水
池
監
視
カ
メ
ラ
設
置
工
事

２

１
８
４
万
円

高
陽
老
朽
管
改
良
工
事

１

２
２
６
万
５
千
円

鍋
田
配
水
管
改
良
工
事
全
５
工
区

５

８
６
９
万
５
千
円

山
田
配
水
管
改
良
工
事

７
３
５
万
円

東
黒
山
配
水
管
布
設
工
事
全
２
工
区

１

７
６
９
万
２
千
円

快
適
な
生
活
環
境
を

平
成
16
年
度
水
道
事
業
会
計
、公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、農
業
及
び
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
の
決
算
報
告

９
月
、
第
３
回
岡
垣
町
議
会
定
例
会
で
各
会
計
の
決
算
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
、
今
後
も
み
な
さ
ん
の
理

解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
行
い
、
さ
ら
に
住
み
よ
い

生
活
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
各
会
計
の
現
状
と
決
算
状
況

は
次
の
と
お
り
で
す
。

人件費 
20円 

漏水などの修繕費 
13円 

一般営業費 
22円 資産減耗費 

2円 

その他の費用 
1円 

減価償却費 
32円 

企業債利息 
21円 

水源ポンプ等の電気代 
14円 

北九州市から購入する 
水の費用 
22円 

給
水
状
況

主
な
建
設
改
良
工
事

【１立方メートルあたりの給水原価147円の内訳】

◇収益的収支（事業の管理・運営に関する収支） 

収　入 
4億9,833万7千円 

　　　　＜内訳＞ 
水道料金 4億5,403万円 
その他の収益 4,406万5千円 
その他 24万2千円 

　　　　＜内訳＞ 
施設維持管理費 
 2億7,536万4千円 
減価償却費 9,856万5千円 
支払利息 6,365万3千円 
その他 906万5千円 
 

　　　　＜内訳＞ 
企業債  2億6,270万円 
その他の負担金 
 1,229万2千円 
一般会計からの負担金など 
 1,200万円 
 

　　　　＜内訳＞ 
浄水施設整備、配水管建設 
改良に要した費用 
 3億7,314万6千円 
企業債償還金  
 8,722万2千円 
 

4億4,664万7千円 

支　出 収　入 
2億8,699万2千円 4億6,036万8千円 

支　出 

純利益　　5,169万円 

◇資本的収支（施設の建設・改良に関する収支） 

　資本的収支の差引不足額は、損益勘定留保資金※などで 
補填しました。 
※損益勘定留保資金とは、企業会計上、減価償却費などの現金の支出 
　を伴わずに企業内部に留保されている資金をいいます 

平成16年度水道事業会計決算(消費税抜き)

問い合わせ 水道課へ

平
成
16
年
度
水
道
事
業
決
算
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平
成
16
年
度
公
共
下
水
道
事
業
・

平
成
16
年
度
農
業
及
び
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
決
算

【
公
共
下
水
道
事
業
】

平
成
16
年
度
末
普
及
人
口
は
２
万

３

８
９
２
人
、
普
及
率
は
75
・
４
パ

ー
セ
ン
ト
で
す
。
ま
た
、
水
洗
化
人
口

は
２
万
１

６
９
５
人
、
水
洗
化
率
は

90
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

使
用
料
金
の
対
象
と
な
る
年
間
有
収

水
量
は
、
２
２
４
万
６

６
２
０
立
方

メ
ー
ト
ル
で
、
前
年
度
に
比
べ
８
万
５

２
４
４
立
方
メ
ー
ト
ル
増
え
、
処
理
し

た
汚
水
量
は
２
４
９
万
５

７
０
５
立

方
メ
ー
ト
ル
で
、
前
年
度
に
比
べ
８
万

６
０
５
立
方
メ
ー
ト
ル
増
え
て
い
ま

す
。
な
お
、
施
設
の
効
率
性
を
示
す
有

収
率
は
、
90
・
０
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
農
業
及
び
漁
業
集
落
排
水
事
業
】

平
成
16
年
度
末
整
備
区
域
内
人
口
は

１

９
１
１
人
、
水
洗
化
人
口
は
１

２

１
２
人
、
水
洗
化
率
は
63
・
４
パ
ー
セ

ン
ト
で
す
。

使
用
料
金
の
対
象
と
な
る
年
間
有
収

水
量
は
、
11
万
２

４
７
１
立
方
メ
ー

ト
ル
で
、
前
年
度
に
比
べ
３
万
４

４

４
３
立
方
メ
ー
ト
ル
増
え
、
処
理
し
た

汚
水
量
は
11
万
４

１
７
４
立
方
メ
ー

ト
ル
で
、
４
万
２

３
４
８
立
方
メ
ー

ト
ル
増
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
施
設
の

効
率
性
を
示
す
有
収
率
は
98
・
５
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
公
共
下
水
道
事
業

吉
木
正
矢
口
地
内(

そ
の
１)

管
渠
築
造

工
事
ほ
か
17
件２

億
６

０
８
４
万
７
千
円

吉
木
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
建
設
工
事

１
億
９

２
０
０
万
円

浄
化
セ
ン
タ
ー
増
設
工
事

５
億
９

１
０
０
万
円

吉
木
倉
丸
地
内
測
量
設
計
業
務
委
託
ほ

か
２
件

２

５
９
９
万
８
千
円

○
農
業
及
び
漁
業
集
落
排
水
事
業

波
津
地
内(

そ
の
３)

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
設
置
工
事
ほ
か
１
件

２

１
２
１
万
円

波
津
地
内(

そ
の
６)

管
渠
築
造
工
事
ほ

か
６
件

８

６
５
４
万
６
千
円

普
及
・
水
洗
化
状
況

主
な
建
設
工
事
な
ど

平成16年度公共下水道事業特別会計決算 

平成16年度農業及び漁業集落排水事業特別会計決算 

町債 
7億1,082万円 

建設事業費 
11億2,682万1千円 

歳　出 
19億153万1千円 

歳　入 
20億4,137万4千円 

歳　出 
1億6,254万6千円 

歳　入 
1億9,462万4千円 

公債費利子 
3億360万8千円 

公債費元金 
2億7,215万5千円 

処理場費 
1億4,267万2千円 

総務管理費 
5,003万2千円 ポンプ場費 

624万3千円 

国庫補助金 
3億2,793万円 

使用料 
3億2,308万7千円 

繰越金 
1億2,879万9千円 

その他 
2,625万5千円 

負担金 
2,448万3千円 

繰入金 
5億円 

県補助金 
6,325万円 

建設事業費 
1億2,098万5千円 

公債費利子 
1,734万8千円 

処理場・ポンプ他 
1,142万1千円 

公債費元金 
1,133万3千円 

総務管理費 
145万9千円 

町債 
4,120万円 分担金 

2,324万3千円 

繰入金 
2,200万円 

繰越金 
2,063万2千円 

使用料 
1,685万5千円 

その他 
744万4千円 

※その他は、手数料、寄付金、督促料、消費税還付金、雑入などです
※町債の元金償還残高は、平成16年度末で、公共下水道事業が85億5,405万7千円、農業及び漁業集落排水事業が10億2,144万8千円となっ
ています
※歳入と歳出の差引額、公共下水道事業1億3,984万3千円、農業及び漁業集落排水事業3,207万8千円は平成17年度への繰越となります

問い合わせ 下水道課へ

か
ん
き
ょ
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第
６
回
行
政
改
革
推
進
委
員
会

第
５
回
委
員
会
で
事
務
局
か
ら
提
案

さ
れ
た
項
目
を
審
議
し
、
委
員
会
と
し

て
の
方
向
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

公
共
施
設
の
開
館
日
・

開
館
時
間
の
再
構
築

委
員
の
主
な
意
見

◆
開
館
日
や
開
館
時
間
の
変
更
は
賛
成

だ
が
、
事
前
に
住
民
へ
の
周
知
徹
底

を
図
っ
て
ほ
し
い

委
員
会
と
し
て
の
方
向
性

公
共
施
設
の
設
置
目
的
、
利
用
状
況
、

適
切
な
維
持
管
理
経
費
を
合
わ
せ
て
検

証
し
た
結
果
、
役
場
本
庁
・
東
部
出
張

所
の
開
館
時
間
の
延
長
、
サ
ン
リ
ー
ア

イ
の
開
館
日
・
開
館
時
間
の
一
部
拡

大
、
町
民
体
育
館
・
武
道
館
の
開
館
日

の
拡
大
、
い
こ
い
の
里
の
開
館
時
間
の

延
長
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

町
税
収
確
保
の
強
化

委
員
の
主
な
意
見

◆
課
税
部
門
と
収
納
部
門
の
連
携
を
深

め
て
、
住
民
へ
の
対
応
す
る
窓
口
を

一
本
化
す
る
と
効
率
的
に
徴
収
が
で

き
る
だ
ろ
う
。

委
員
会
と
し
て
の
方
向
性

口
座
振
替
の
推
進
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
売
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
徴
収
・
滞

納
処
分
の
専
門
職
員
の
雇
用
な
ど
を
行

う
こ
と
で
、
収
納
体
制
整
備
の
充
実
を

図
り
、
収
納
率
の
向
上
に
努
め
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

附
属
機
関
・
公
的
団
体
の
見
直
し

委
員
会
と
し
て
の
方
向
性

附
属
機
関
・
公
的
団
体
の
、
廃
止
や

委
員
の
委
嘱
期
間
や
定
数
、
構
成
員
を

見
直
し
、
各
機
関
の
運
営
の
あ
り
方
を

定
め
た
指
針
を
作
成
す
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

新
た
な
研
修
制
度
の
構
築

委
員
の
主
な
意
見

◆
民
間
企
業
へ
の
派
遣
研
修
は
職
員
が

刺
激
を
受
け
る
の
で
、
導
入
し
て
組

織
の
活
性
化
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

◆
岡
垣
町
と
同
規
模
の
自
治
体
と
の
人

事
交
流
や
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
へ
の
研
修
派
遣

を
行
う
こ
と
も
有
効
な
手
段
だ
ろ

う
。

委
員
会
と
し
て
の
方
向
性

職
員
の
資
質
を
高
め
る
た
め
、
管
理

職
と
の
面
談
に
よ
っ
て
研
修
を
選
択
す

る
制
度
の
導
入
や
職
場
の
リ
ー
ダ
ー
を

育
成
す
る
研
修
、
ま
た
民
間
企
業
や
自

治
体
間
と
の
研
修
派
遣
を
行
う
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
委
員
会
で
は
５
項
目
が
提
案

さ
れ
、
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
第
７
回
委

員
会
で
方
向
性
が
確
認
さ
れ
ま
す
。

評
価
基
準
の
導
入
に
よ
る

補
助
金
の
見
直
し

各
種
団
体
や
個
人
に
助
成
し
て
い
る

全
て
の
補
助
金
を
評
価
し
、
見
直
し
や

廃
止
の
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
当
面
は

一
律
に
削
減
せ
ず
、
更
な
る
歳
出
削
減

を
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
、
改
め
て

検
証
す
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
主
な
意
見

◆
交
付
期
間
が
一
定
経
過
し
た
も
の
、

団
体
の
自
立
状
況
を
見
な
が
ら
補
助

金
を
減
ら
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

◆
補
助
金
を
受
け
る
団
体
側
に
も「
補

助
金
が
あ
る
か
ら
事
業
を
す
る「
と

い
う
風
潮
が
あ
る
の
で
、
そ
の
認
識

を
改
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。

◆
補
助
金
の
評
価
は
、
町
が
行
っ
て
い

る
事
務
事
業
評
価
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
り
な
が
ら
、
客
観
的
に
判
断
し
て
、

公
平
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
結
論
を

出
す
べ
き
だ
ろ
う
。

枠
配
分
方
式
の
導
入

予
算
編
成
の
手
法
を
見
直
し
、
需
用

費
や
委
託
料
な
ど
の
管
理
的
な
経
費
は

一
定
の
削
減
率
を
決
め
て
、
歳
出
の
削

減
を
図
る
枠
配
分
方
式
の
導
入
を
図
る

こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
主
な
意
見

◆
一
定
の
目
標
値
を
持
っ
て
歳
出
削
減

に
努
め
る
こ
と
は
有
効
な
手
段
な
の

で
、
枠
配
分
方
式
の
導
入
に
賛
成
し

た
い
。

◆
こ
の
制
度
の
導
入
で
予
算
に
余
裕
が

な
く
な
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
計
画
的
に

予
算
執
行
し
て
ほ
し
い
。

◆
各
課
が
歳
出
の
節
減
に
努
力
し
て

第
５
回
委
員
会
で
提
案
さ
れ
た
項
目

今
回
提
案
さ
れ
た
項
目

岡
垣
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
６
回
目
の
会
議
が
10
月
21
日
に
岡
垣
町

役
場
で
行
わ
れ
、
第
５
回
で
提
案
さ
れ
た
４
項
目
の
審
議
と
新
た
に
５
項
目

が
提
案
さ
れ
、
協
議
を
行
い
ま
し
た
。



向
上
に
な
る
な
ら
ば
賛
成
だ
。

◆
民
間
企
業
の
例
か
ら
見
て
も
、
勤
務

評
価
を
処
遇
へ
反
映
さ
せ
る
こ
と
は

調
整
が
難
し
い
。
職
場
全
体
の
勤
労

意
欲
が
下
が
ら
な
い
よ
う
な
配
慮
が

必
要
だ
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
室
へ

5

会
議
録
の
公
開

行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
会
議

録
は
、
岡
垣
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

岡
垣
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.o
ka
g
a
ki.fu

ku
o
ka
.jp
/

残
し
た
予
算
は
、
次
年
度
へ
一
定
額

が
優
先
的
に
配
分
さ
れ
る
よ
う
な
制

度
の
導
入
も
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。

将
来
の
財
政
需
要
に
備
え
た

基
金
の
積
み
立
て

小
中
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
は
、
老

朽
化
に
よ
る
建
替
や
改
修
が
予
測
さ
れ

ま
す
。
多
額
な
費
用
が
必
要
で
す
が
、

施
設
の
改
修
に
備
え
た
基
金
も
十
分
で

は
な
い
た
め
、
今
後
は
公
共
施
設
整
備

基
金
の
設
置
を
行
い
、
計
画
的
に
積
み

立
て
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
主
な
意
見

◆
公
共
施
設
の
老
朽
化
に
備
え
た
建
替

の
た
め
、
基
金
の
設
置
は
必
要
だ
。

小
学
校
の
建
替
は
将
来
的
な
児
童
数

の
推
移
を
予
測
し
な
が
ら
慎
重
に
検

討
す
べ
き
だ
ろ
う
。

外
部
監
査
制
度
の
導
入

現
在
行
っ
て
い
る
２
人
の
監
査
委
員

に
よ
る
内
部
監
査
に
加
え
、
公
認
会
計

士
な
ど
の
外
部
の
監
査
人
に
よ
る
外
部

監
査
制
度
の
導
入
を
検
証
し
ま
し
た

が
、
現
行
の
監
査
体
制
が
十
分
な
効
果

を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
と
導
入
費
用
が

過
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
の
課
題

と
し
て
検
討
す
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
ま

し
た
。

委
員
の
主
な
意
見

◆
現
行
の
内
部
監
査
で
十
分
な
効
果
を

発
揮
し
て
い
る
な
ら
ば
外
部
監
査
は

導
入
し
な
く
て
よ
い
。
法
的
な
制
約

が
あ
る
が
、
監
査
委
員
の
数
は
増
や

せ
な
い
か
と
思
う
。

勤
務
評
価
基
準
の
見
直
し

職
員
の
勤
務
評
価
制
度
は
、
公
正
・

公
平
で
客
観
的
な
基
準
に
基
づ
き
、
努

力
し
た
職
員
が
適
正
に
評
価
さ
れ
、
処

遇
へ
反
映
さ
せ
る
制
度
へ
見
直
し
、
管

理
職
が
部
下
へ
の
適
正
な
指
導
を
行
う

こ
と
で
、
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
制
度

へ
見
直
す
こ
と
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
主
な
意
見

◆
公
務
員
の
賃
金
は
年
功
序
列
が
主
流

で
あ
っ
た
が
、
勤
務
評
価
を
処
遇
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
職
員
の
能
力

行政改革推進委員会とは
行財政構造改革プログラムを策定するに

あたり、住民や学識経験者の意見を広く聴
くために設置された委員会です。
委員会では、町長から意見を求められた

構造改革プログラム案について協議し、最
終的に答申を提出します。
町長はこの答申を踏まえて、議会と協議

を行い、構造改革プログラムを策定します。

▼多くの生徒たちを送り出してきた岡垣中学校
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全国から8,073点以上の中か
ら入賞26点が選ばれ、東京都
で展示されました。
この26点に、吉木小学校２

年生の永嶋航くん(公園通り中
区)の作品｢おとうさんといっし
ょにいねかり｣が選ばれました。

永嶋航くん、絵画展で入賞
「ふるさとの田んぼと水」子ども絵画展2005

藤田信子さん(高塚区)が、65歳以上女子シングル
スの部で優勝しました。
藤田さんが硬式テニスを始めたのは39歳のときで

したが、コーチにも恵まれ、
徹底的に基礎から練習して
実力を付けました。
「勝負において技術と精

神力はフィフティー・フィ
フティーだということを、
この試合で学んだ」と藤井さ
んは語ってくれました。

技術と精神力でついに頂点へ
10/8～11第57回

全日本ベテランテニス選手権大会(名古屋市)

この大会は、岡垣サンリーアイと岡垣町バドミン
トン連盟が主催となり、平成12年から行っています。
全国85チームが熱戦を繰り広げ、岡垣町の選手が

大活躍しました。また、NTT東日本の町田文彦コーチ、
太田慎二選手のクリニック(指導)も行われ、参加した
子どもたちは、オリンピック選手から一つひとつ真
剣にプレーの手ほどきを受けていました。
[主な試合結果]
○小学生低学年の部　優勝　岡垣ジュニアＡ　
○小学生高学年の部　優勝　岡垣ジュニアＡ

3位　海老津ジュニア
○中学生男子の部　　3位　海老津ジュニアＡ
○中学生女子の部　　優勝　岡垣ジュニアＡ

岡垣の選手が大活躍
10/9・10第６回バドミントンジュニアクラブ選手権in岡垣(岡垣サンリーアイ)
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遠賀郡や中間市、八幡西区から総勢550人が参加
しました。
街頭犯罪が数多く発生している今日、地域安全活

動の推進役として、関係機関や各団体と手を取り合
って、犯罪のない｢明るく、住みよいまちづくり｣に
務めることを宣言しました。
講演では、吉木小学校の森　義博教頭の、防犯の

取り組みについ
ての話を聴き、
地域の安全は自
分たちの手で守
ろうという防犯
意識を高めるよ
い機会になりま
した。

安心して住める町に
10/13地域安全運動第11回岡垣大会(岡垣サンリーアイ)

▲子どもから大人までみんなで楽しめるスポーツです

▲櫓山荘跡地の石碑前で受賞を祝います(写真左から岸原さん、築
地さん、石田さん、戸切小6年担任の坂井先生)

南山田区にある山形種鶏場代表取締役社長の山形
哲也さん(海老津区)が農林水産大臣から感謝状を授与
されました。
これは、農林水産省の統計調査
に長年に協力した人を表彰するも
ので、10月18日の統計の日に伝
達式が行われました。
45年間親子2代にわたり、鶏

ひなふ化羽数調査に協力されまし
た。受賞おめでとうございます。

45年間の協力に感謝状
10/18農林水産大臣感謝状伝達式

さわやかな風が吹く秋晴れの下、515人が参加し
て熱戦が繰り広げられました。
プレーをする人たちの中には、ホールインワンを

して喜ぶ人や、思いどおりにいかずに悔しがる人な
ど、さまざまな表情が見られ、終始和やかな雰囲気
で行われました。

スポーツの秋を満喫
10/10第16回ふれあいスポーツデー

グラウンドゴルフ大会(町民総合グラウンド）

櫓山荘子ども俳句大会に、岡垣町と北九州市の児童
生徒から2207句が寄せられ、大賞に戸切小学校6年生
の築地澪さん(東松原区)が選ばれました。
岡垣町の小中学生は、岡垣サンリーアイやNHK北九
州文化センターなどで活躍している岸原清行さん(野間
二区)に俳句の指導を受けていて、多くの表彰を受けま
した。

【特選】澁谷綾子(海老津小5年)
【入選】中島有希(岡垣東中1年)瀬戸優望(山田小6年)嘉村美理
(岡垣中1年)山本鞠花(山田小6年)林美季(吉木小6年)平　翔大
(海老津小5年)松田なぎさ(岡垣東中1年)山崎美由紀(岡垣中1
年)河野聖典(山田小6年)松本夏実(吉木小6年)鈴木紗希(岡垣
中2年)矢越千尋(山田小6年)

俳句の心　岡垣町に育ってます
11/3第一回櫓山荘子ども俳句大会表彰式 ▲「地域ぐるみの防犯ネットワーク」と題

し、吉木小学校の取り組みなどを紹介
しました

【
特
別
賞
】

大
　
賞

葛
の
か
お
り
　
風
の
天
使
が
　
運
ん
で
る

築
地
澪(

戸
切
小
６
年)

北
九
州
俳
句
協
会
会
長
賞

時
計
草
　
三
っ
つ
の
針
が
　
動
き
そ
う

石
田
詩
乃(

戸
切
小
６
年)

西
日
本
産
業
貿
易
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
賞

夏
の
蝶
　
何
処
へ
行
く
に
も
　
舞
っ
て
い
る

梅
野
未
沙
紀(

岡
垣
東
中
１
年)

小
倉
北
区
自
治
総
連
合
会
会
長
賞

南
風
　
僕
の
心
を
　
鳥
に
す
る

芽
育(

岡
垣
中
２
年)

多
佳
子
賞

向
日
葵
が
　
太
陽
を
見
て
　
笑
っ
て
る

小
森
友
貴(

岡
垣
中
２
年)
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平成14年度から、岡垣国際交流協会が文化的交流を
続けている韓国固城郡から、韓日交流協会を中心に、
総勢34人がまつり岡垣に参加するために来町し、この
日は、樋 町長、広渡助役、十時教育長、山田町議会
議長を表敬訪問しました。
まつり岡垣では、伝統芸能である五広大(オガンデ)

の披露や、ワールドレストランのコーナーに参加しま
した。
固城郡では「恐竜と地球、そして生命の神秘」をテー

マとした、2006慶南固城恐竜世界エキスポが平成18
年4月14日から開催されます。

韓国固城郡から岡垣町へ
10/15韓国固城郡表敬訪問

毎年、海の幸と山の
幸の豊饒

ほうじょう

を感謝し、祝
福する氏神様の秋祭り、
それが｢おくんち｣です。
神社では神事が行われ
たほか、みこしや舞踊、
相撲、弓道など、さま
ざまな奉納を行いまし
た。境内には露店も連
なり、にぎわっていま
した。

岡垣の秋は、この祭りから
10/８～10高倉神社秋の大祭(高倉神社)

地方教育行政功労者表彰は、
地方行政での功績が特に顕著な
教育委員会の委員を表彰するも
のです。今回、吉田眞宰教育委
員長の功績が認められ、文部科
学大臣から表彰されました。11
月10日、吉田委員長は、樋 町
長へ報告しました。

教育行政の功績により表彰されました
11/10地方教育行政功労者表彰

樋　町長が固城郡
から恐竜の足跡化
石の写真の寄贈を
受けました

▲

▲吉田眞宰教育委員長

絵本作家田島征彦さんの原画展や、図書館で不要に
なった雑誌・本のリサイクル(無料配布)、自宅の本に
ビニールカバーをかける講習会、おはなし会スペシャ
ル、布の絵本展示会が行われ、1,060人が来場しまし
た。
布の絵本展示会では、一つひとつ丁寧に作られた作

品に触れることができ、来場者は手づくりのぬくもり
を感じて楽しんでいました。

本の楽しさと手作りのぬくもり
10/27～30図書館まつり(岡垣サンリーアイ)

今年で戦後60年が経過しました。戦争の悲惨さも
風化されていく中、参列した200人は戦争で亡くな
った人の冥福を祈り、世界平和を願って献花しまし
た。二度と戦争が起こらないように、私たちは安全
で平和な社会を守っていかなければなりません。

戦争の悲惨さを忘れない
10/25岡垣町戦没者合同慰霊祭(岡垣サンリーアイ)

コ ソン

▲仮宮までみこしをかつぎます



10月27日、岡垣町弓
道連盟の顧問で弓道教
士の門司守夫さんが、
高倉神社の久間武春宮
司に推挙され、福岡県
神社庁から、平成17年
度功労彰を受けられま
した。

門司さんは、神社秋祭りに奉納射会を計画し、昭和47年
10月に町内外の弓道愛好者に呼び掛けて、第1回奉納射会
を開催。今年で33回を迎えました。その長年の奉納射会の
労を認められた表彰となりました。
【写真と原稿は弓道連盟副会長笠井一男さんの提供】

9

功労が認められました

10月20日、八幡西
区の穴生ドームで JA
バンク福岡年金友の
会ゲートボール親善
大会(県大会)が行わ
れました。23チーム
が出場したなか、遠
賀郡大会を勝ち抜い
た岡垣東部チームが、
準優勝に輝きました。
1つ勝てればいいと言
っていたのが、勝ち抜くごとにがんばろうという気持ちな
り、みんなの気持ちが1つになりました。
【写真と原稿は、廣瀬満雄さんの提供】

ゲートボール県大会で準優勝

一
般
の
人
の
投
稿

美
青
年
挨
拶
優
し
坂
の
家

坂
の
名
前
は
か
の
カ
リ
ン
坂

中
原
　
政
平

毎
月
六
日
は
鉄
道
O
B
の
掃
除
の
日

登
り
階
段
で
友
に
会
い

近
況
を
語
り
つ
つ
も
発
車
の
笛
で
中
断
す

酒
井
　
広
次

青
葉
短
歌
会

身
を
寄
せ
し
五
男
の
家
よ
り
筑
波
嶺
や

富
士
も
見
ゆ
る
と
ふ
Ｆ
氏
の
便
り

高
橋
キ
ヌ
エ

一
年
を
通
し
狭
庭
に
供
花
咲
き
し

老
い
病
む
今
は
花
舗
に
購
う

原
口
　
一
枝

秋
風
に
吹
か
れ
枯
葉
一
枚
が

く
る
く
る
く
る
く
る
転
び
て
ゆ
け
り

西
村
　
光
代

枇
杷
の
実
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
火
の
灯
る

遥
け
し
夜
の
亡
母
思
ひ
出
ず

岩
崎
　
京
子

岡
垣
川
柳
会

自
分
史
に
波
乱
万
丈
書
き
残
す

工
藤
　
熊
雄

生
意
気
に
お
邪
魔
し
ま
す
と
孫
二
歳

宇
都
宮
福
夫

G
パ
ン
を
破
り
ス
ッ
キ
リ
し
た
つ
も
り

山
本
　
雪
鎧

大
ヤ
ン
マ
今
年
も
逢
い
に
来
て
く
れ
た

中
村
　
ナ
ヲ

サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会(

夜
の
部)

遠
賀
野
の
果
て
は
灘
な
る
芋
嵐

重
岡
　
富
子

秋
の
虹
ク
レ
ー
ン
車
た
た
む
漢
た
ち

深
田
　
英
子

木
の
実
落
つ
達
磨
大
使
の
膝
頭

木
下
　
武
久

秋
没
日
一
す
じ
赤
き
遠
賀
川石

岡
　
俊
子

サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会(

昼
の
部)

水
細
る
河
原
に
白
し
秋
の
風川

原
　
睦
子

秋
桜
五
色
の
風
の
吹
き
渡
る俵

口
　
益
栄

新
幹
線
駅
の
左
右
の
苅
田
か
な

白
木
恵
美
子

手
を
広
ぐ
イ
エ
ズ
ス
の
像
小
鳥
来
る

末
　
百
合
子

青
嶺
俳
句
会

露
の
玉
置
く
サ
ボ
テ
ン
の
千
の
針

船
津
丸
て
る
代

葦
刈
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に
来
る
比
古
の
風

十
時
千
恵
子

刈
り
終
へ
し
田
の
ひ
ろ
び
ろ
と
大
日
向

川
里
　
正
子

釣
ら
れ
た
る
魚
の
泪
目
十
三
夜

廣
橋
い
た
る

俳
句
・
短
歌
・
川
柳

▲岡垣東部チーム
前田荘平さん(野間三区)、松井恵さん・国
子さん(海老津区)、下小路勲さん・朝子さ
ん(戸切白谷区)、広瀬満雄さん(野間一区)

俳
句
・
短
歌
・
川
柳

参加する人も読む人もみんな友達。このコーナーでひとつにな
って楽しもう！「どくしゃの私書箱」は、そんな願いを込めた読
者のページです。楽しかったこと、悲しかったことから地域の活
動まで、また、イラスト・4コマまんが・俳句・川柳などの作品
もお待ちしています。
応募先／〒811-4233岡垣町野間1丁目1番1号岡垣町役場地域づくり
課広報「どくしゃの私書箱」係
※住所・氏名（紙上匿名可）・年齢・電話番号をお忘れなく

貸衣装をご利用ください
留袖、モーニング、喪服があります。留袖の新柄も取りそろえています。
問い合わせ 岡垣町婦人会1282－4438へ



10

役場・教育委員会 1282―1211

情報プラザ人の駅 1281―2005

こども未来館 1281―5501

東部公民館 1282―0035

中央公民館 1282―0162

西部公民館 1282―7476

町民武道館 1282―6111

岡垣サンリーアイ 1282―1515

社会福祉協議会 1283―2940

シルバー人材センター 1282―4688

いこいの里在宅介護支援センター

1283―0033

岡垣在宅介護支援センター 1282―5167

岡垣東部在宅支援センター 1282―5103

岡垣町公式ホームページアドレス
http://www.town.okagaki.fukuoka.jp
まちの情報や過去の広報おかがき
などを見ることができます

年
末
年
始
は
、
犬
・
猫
の
引
き
取
り

を
休
止
し
ま
す
。

休
止
期
間

12
月
27
日
(火)
〜
１
月
３
日

(火)問
い
合
わ
せ

環
境
共
生
課
ま
た
は
遠

賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
1
２
０
１
‐

４
１
８
１
へ

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
予
防
接
種

法
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

麻
疹
と
風
疹
の
予
防
接
種
は
、
別
々

に
１
回
づ
つ
受
け
て
い
た
も
の
が
、
混

合
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
対
象
年
齢
も
変
わ
り

ま
す
。

次
の
場
合
、
平
成
18
年
４
月
以
降
の

新
し
い
麻
疹
風
疹
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

○
す
で
に
麻
疹
・
風
疹
の
予
防
接
種
を

両
方
受
け
た
場
合

○
ど
ち
ら
か
だ
け
受
け
た
場
合

○
麻
疹
・
風
疹
の
ど
ち
ら
か
に
か
か
っ

お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
犬
猫
の
引
取
業
務

定
期
予
防
接
種
の

麻
疹
・
風
疹
の
改
正

平成18年3月31日まで(現行)

平成18年4月1日から(改正後)

種類 

麻疹 

風疹 

回数 

１回 

１回 

対象者 

種類 回数 対象者 

生後12か月から生後90か月未満 

　　　　　　  〃 

生後12か月から生後24か月未満 

5歳以上7歳未満で、小学校就学の 
1年前から小学校就学の前日まで 

１回 

１回 
麻疹風疹 
混合 

住宅用火災警報器を備えよう
火災警報器の設置が義務化
法律が改正され、平成18年6月以降に新築する

戸建住宅や共同住宅には、住宅用火災警報器を設

置することが義務付けられました。すでに建って

いる住宅には、平成21年6月から適用されます。

住宅用火災警報器はあなたを守ります
住宅用火災警報器は、火災で発生する煙を感知

し、警報するものです。特に、住宅火災で死に至

った原因の7割が｢逃げ遅れ｣ということから、早

期に火災を気付かせる重要な機能を備えていま

す。

悪質な訪問販売に注意
｢消防署から委託されて、訪問販売に来ました｣

などと偽り、住宅用火災警報器を法外な価格で売

りつける悪徳業者が、東京都で出没しています。

遠賀郡消防本部では、訪問販売も業者委託も行い

ません。悪質な訪問販売には気をつけてください。

問い合わせ 遠賀郡消防本部1293－8125へ

・天井や壁などの
高い場所に取り
付けます

・煙を感知すると
音で警報します

ホームページを開設しました
消防署からのお知らせや各種申請書など、さまざ

まな情報を発信していきます。
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と
こ
ろ

中
間
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容

救
急
時
の
対
応
に
つ
い
て

講
　
師

遠
賀
郡
消
防
本
部
救
急
救
命

士
　

対
　
象

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を

持
っ
て
い
る
人
と
そ
の
家
族

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

12
月
12
日

(月)
ま
で
に
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

1
２
０
１
‐
４
１
６
４
へ

【
エ
ク
セ
ル
３
級
検
定
対
策
講
習
会
】

と
　
き

平
成
18
年
１
月
10
日
(火)
〜
２

月
18
日
(土)
22
日
間

と
こ
ろ

古
賀
中
央
公
民
館

対
　
象

母
子
家
庭
の
母
か
寡
婦
で
、

母
子
家
庭
等
就
業
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

に
求
職
登
録
し
て
い
る
人

定
　
員

20
人

受
講
料

無
料(

検
定
料
・
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
自
己
負
担)

申
込
締
切

12
月
９
日
(金)
ま
で
に
健
康

福
祉
課
か
県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
に

あ
る
申
込
用
紙
を
郵
送

問
い
合
わ
せ

母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
1
０
９
２
‐
５
８

４
‐
３
９
３
１
へ

訓
練
生
の
作
品
展
示
や
ふ
れ
あ
い
体

験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。
入
場

は
無
料
で
す
。

と
　
き

12
月
３
日
(土)
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分

と
こ
ろ

福
岡
県
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校(

若
松
区)

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
1
７
４
１
‐
５
４
３
１
へ

た
場
合

※
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
指
定

医
療
機
関
で
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
未
来
課
へ

障
害
者
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
る
た
め
に
、
12
月
３
日
か
ら

９
日
ま
で
の
１
週
間
を「
障
害
者
週
間
」

と
定
め
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

行
わ
れ
ま
す
。

障
害
者
と
は
、
障
害
者
基
本
法
で

「
障
害
が
あ
る
た
め
、
継
続
的
に
日
常

生
活
又
は
社
会
生
活
に
相
当
な
制
限
を

受
け
る
者
を
い
う
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

障
害
と
い
っ
て
も
、
そ
の
状
態
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
大
き
く
分
け
る
と
身
体
障

害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
の
３
つ
に

な
り
、
２
つ
以
上
重
複
し
て
障
害
が
あ

る
人
も
い
ま
す
。

障
害
者
に
と
っ
て
や
さ
し
い
町
は
、

み
ん
な
に
と
っ
て
も
や
さ
し
い
町
で

す
。
岡
垣
町
で
も
12
月
５
日
(月)
に
街
頭

啓
発
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
へ

と
　
き

12
月
20
日
(火)
午
前
10
時
〜
正

午

催
　
　
し

年末年始のし尿・ごみ収集

休業期間 12月29日(木)正午～平成18年

１月3日(火)

臨時収集 ○希望する世帯は、12月15日(木)

までに環境共生課へ

○収集業者に直接申し込む人は、

12月26日(月)までに、環整1

223－0402へ。収集日は12月24

日(土)～28日(水)午後4時です。

料　　金 18㍑につき百九十円※人頭制の世

帯は収集時に、従量制の世帯は12

月の定期収集料金と併せて請求し

ます。

休業期間 12月31日(土)～平成18年1月3日

(火)

収集日変更 燃えないごみの収集日が第1月曜

日(1月2日)の地区は、1月12日

(木)に変更します。

岡垣清掃センターへの持ち込み

12月28日(水)までに環境共生課・

情報プラザ人の駅で搬入証明書の

交付を受け、12月30日(金)午前11

時30分までに搬入してください。

問い合わせ 環境共生課へ

し　尿

ご　み

講
　
　
演

講
　
　
座

『
障
害
者
週
間
』を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

難
病
講
演
会

母
子
家
庭
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

福
岡
県
技
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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税
理
士
の
中
尾
寿
子
さ
ん
に
、
税
に

関
す
る
相
談
が
で
き
ま
す
。

と
　
き

12
月
５
日
(月)
午
後
１
時
30
分

〜
４
時

と
こ
ろ

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

岡
垣
町
商

工
会
1
２
８
２
‐
０
２
９
４
へ

岡
垣
町
嘱
託
職
員(

保
健
師)

を
募
集

し
ま
す
。
募
集
案
内
は
、
企
画
政
策

室
・
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
に
あ
り
ま

す
。

職
　
種

保
健
師

採
用
人
数

若
干
名

対
　
象

昭
和
35
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
保
健
師
資
格
取
得
者

勤
務
地

岡
垣
町
役
場
ま
た
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー(

遠
賀
町)

※
勤
務
時

間
は
岡
垣
町
職
員
に
準
じ
ま
す

試
験
日

12
月
22
日
(木)

申
し
込
み

12
月
16
日
(金)
ま
で
に
履
歴

書
と
有
資
格
証
の
写
し
を
、
企
画
政
策

室
へ

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
室
へ

募
集
期
間

12
月
１
日
(木)
〜
９
日
(金)

応
募
方
法

12
月
１
日
(木)
か
ら
役
場
総

合
案
内
・
建
設
課
・
情
報
プ
ラ
ザ
人
の

駅
に
あ
る
申
込
書
を
県
住
宅
供
給
公
社

に
郵
送

問
い
合
わ
せ

県
住
宅
供
給
公
社
1
０

９
２
‐
７
１
３
‐
１
６
８
３
へ

第
15
回
福
岡
県
青
年
リ
ー
ダ
ー
養
成

事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

と
　
き

２
月
17
日
(金)
〜
19
日
(日)

と
こ
ろ

沖
縄
県
内

対
　
象

福
岡
県
内
在
住
の
18
歳
か
ら

35
歳

定
　
員

20
人

参
加
費

３
万
５
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

12
月
20
日

(火)
ま
で
に
県
青
少
年
団
体
連
絡
協
議
会

1
０
９
２
‐
４
３
２
‐
６
７
５
７
へ

平
成
18
年
度
第
１
学
期
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

対
　
象

○
教
養
学
部
＝
15
歳
以
上

○
大

学

院
＝
18
歳
以
上

募
集
期
間

12
月
15
日
(木)
〜
平
成
18
年

２
月
28
日
(火)

問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
福
岡
学
習
セ

ン
タ
ー
1
０
９
２
‐
４
７
３
‐
１
３
６

５
へク

リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
を
彩
る
グ
ッ

ズ
を
作
り
ま
す
。
今
年
は
ち
ょ
っ
と
手

を
加
え
て
、
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
を
演
出

し
ま
し
ょ
う
。

と
　
き

12
月
10
日
(土)

○
１
回
目
＝
午
前
10
時
〜
正
午

○
２
回
目
＝
午
後
２
時
〜
４
時

参
加
費

無
料

申
し
込
み

当
日(

事
前
申
し
込
み
は
あ

り
ま
せ
ん)

問
い
合
わ
せ

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
へ

募
　
　
集

年金請求の届出を忘れずに！

老齢基礎年金や老齢厚生年金を受給できる年齢を迎える
人に、裁定請求書を送付します。

受給資格を満たした人
受給権発生※の約3か月前に裁定請求書が社会保険業務セ

ンターから送付されます。

受給資格を満たさない人
年金に関するお知らせ(はがき)を送付します。
届出の仕方
裁定請求書に必要事項を記入し、誕生日の前日以降に提

出してください。戸籍などの添付書類は、誕生日前日以降
のものを用意してください。
提出先
国民年金の第1号被保険者期間だけの人→岡垣町役場住民課
厚生年金や共済組合の期間のある人
第3号被保険者期間のある人

問い合わせ ねんきんダイヤル10570－05－1165
または八幡社会保険事務所1631－7961

県
営
住
宅
に
入
居
し
ま
せ
ん
か

青
年
リ
ー
ダ
ー
と
し
て活躍

し
よ
う

創
作
工
房
人
の
駅
　
つ
く
っ
て

み
よ
う
！
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

町
の
保
健
師
に
な
り
ま
せ
ん
か

自
宅
で
学
べ
る
放
送
大
学

相
　
　
談

税
の
無
料
相
談
会

※S21.1.2以降に生まれた人…60歳の誕生日の前日
S16.1.2以降に生まれた人…65歳の誕生日の前日

→八幡社会保険事務所｝
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い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

12
月
９
日
(金)
午
後
６
時
30

分
〜
７
時

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

小
山
文
子
、
ム
ジ
カ
・
フ

ォ
ン
タ
ナ
21(

ピ
ア
ノ
ソ
ロ
・
混
声

合
唱)

曲
　
目

涙
そ
う
そ
う
　
ほ
か

※
入
場
無
料

う
た
お
う
２
０
０
５

こ
ど
も
も
お
と
な
も

「
ゆ
め
フ
ェ
ス
タ
サ
ン
リ
ー
ア
イ
」

お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

と
　
き

12
月
18
日
(日)
午
後
１
時
30

分と
こ
ろ

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル(

全
席

自
由)

プ
ロ
グ
ラ
ム

○
絵
本
の
よ
う
な
音

楽
会
影
絵
音
楽
物
語「
も
り
の
お
く

り
も
の
」
○
劇
あ
そ
び「
お
お
き
な

か
ぶ
」

○
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
リ
ス
マ
ス

入
場
料

五
百
円(

４
歳
以
上)

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座

文
化
講
座
新
規
入
会
者
は
、
入
会

金
が
必
要
で
す
。

【
た
の
し
い
篆
刻
】

と
　
き

第
２
・
４
月
曜
日
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ

２
０
１
会
議
室

受
講
料
・
維
持
費

九
千
六
百
円

(

３
か
月
分)

【
い
け
花(

池
坊)

普
通
ク
ラ
ス
】

と
　
き

第
１
・
２
・
３
土
曜
日
午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

２
０
４
会
議
室

受
講
料
・
維
持
費

九
千
九
百
円

(

３
か
月
分)

【
尺
八
教
室
】

と
　
き

第
１
・
２
・
３
月
曜
日
午

後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ

２
０
７
会
議
室

受
講
料
・
維
持
費

九
千
九
百
円

(

３
か
月)

【
茶
道(

表
千
家)

金
曜
ク
ラ
ス
】

と
　
き

第
１
・
２
・
３
金
曜
日
午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

茶
室

受
講
料
・
維
持
費

九
千
九
百
円

(

３
か
月)

【
茶
道(

表
千
家)

土
曜
ク
ラ
ス
】

と
　
き

第
１
・
２
・
３
土
曜
日
午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

茶
室

受
講
料
・
維
持
費

九
千
九
百
円

(

３
か
月)

愛愛
のの
心心
づづ
かか
いい

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し

て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

（
10
月
受
付
分
ま
で
）

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
　
一
木
　
純
子
　
様
（
旭
南
）

故
　
一
木
　
竹
彦
　
様
　
58
歳

○
　
出
水
　
正
明
　
様
（
野
間
一
）

故
　
出
水
チ
ヨ
子
　
様
　
75
歳

○
　
梅
林
　
　
巌
　
様
（
山
田
峠
）

故
　
梅
林
　
シ
ズ
　
様
　
92
歳

○
　
津
曲
　
　
勉
　
様
（
新
松
原
）

故
　
津
曲
　
弘
樹
　
様
　
33
歳

○
　
岡
島
　
　
實
　
様
（
旭
東
）

故
　
今
　
ス
マ
子
　
様
　
89
歳

○
　
住
田
チ
ヱ
子
　
様
（
三
吉
団
地
）

故
　
住
田
　
正
男
　
様
　
81
歳

○
　
外
山
　
治
郎
　
様
（
高
陽
）

故
　
外
山
セ
ツ
子
　
様
　
65
歳

○
　
西
　
　
秀
子
　
様
（
東
山
田
）

故
　
西
　
　
　
辨
　
様
　
79
歳

▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ

○
　
岡
島
　
　
實
　
様

○
　
西
　
　
秀
子
　
様

11月1日付　人事異動　
( )内は前所属

【平成17年10月31日付退職】
○麻生修二(建設課)
【課長級】
○江上雅子　企画政策室付福岡県介護保険
広域連合課長補佐(管財課課長補佐)
○門司晋　企画政策室課長補佐・課長補佐
昇格(企画政策室政策調整係長)
【係長】
○宮崎誠司　企画政策室付(企画政策室付
福岡県介護保険広域連合係長)○柴田雅之あ管
財課管財係長(総務課庶務係長兼文書法制
係長)○太田周二　総務課庶務係長兼文書
法制係長・係長昇格(総務課)
【係員】
○岩崎純治　総務課(税務課)○橋田清美あ企
画政策室付(住民課)○有働貴幸　建設課
(健康福祉課)○広渡恵子　健康福祉課(企
画政策室付)○柴田智昭　住民課(農林水産
課)○山田貴志　税務課(住民課)



昭
和
20
年
、
本
土
防
衛
の
た
め
岡
垣

に
陸
軍
の
部
隊
が
駐
屯
し
て
い
た
。
第

百
四
十
五
師
団
の
部
隊
で
司
令
部
は
芦

屋
に
あ
り
、
同
年
２
月
広
島
で
編
成
さ

れ「
護
州
部
隊
」と
呼
ば
れ
た
島
根
出
身

者
の
部
隊
で
あ
る
。

昭
和
19
年
、
サ
イ
パ
ン
島
が
占
領
さ

れ
て
か
ら
戦
局
は
急
速
に
悪
化
し
日
本

本
土
へ
の
連
合
軍
の
進
攻
が
予
測
さ
れ

る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
、
軍
は
昭
和
20

年
２
月
、
本
土
決
戦
の
態
勢
を
発
令
し

た
。当

時
、
本
土
防
衛
の
戦
力
は
三
個
師

団
を
数
え
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
、

陸
軍
百
五
十
万
人
、
海
軍
四
十
万
人
を

召
集
し
た
。
さ
ら
に
、
男
子
65
歳
以
下
、

女
子
45
歳
以
下
を
国
民
義
勇
隊
法
で
軍

隊
に
協
力
さ
せ
、
一
億
総
決
戦
の
態
勢

を
整
え
た
。
し
か
し
、
兵
器
の
充
足
率

は
小
銃
40
パ
ー
セ
ン
ト
銃
剣
30
パ
ー
セ

ン
ト
以
下
で
あ
っ
た
。

本
格
的
な
防
衛
体
制
の
整
備
は
昭
和

20
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
九
州
は
北
部
と

南
部
に
分
け
て
軍
司
令
部
が
置
か
れ
、

北
部
九
州
の
防
衛
は
、
第
五
十
六
軍
が

担
当
し
た
。
区
域
は
、
山
口
県
の
吉
見

か
ら
佐
賀
県
の
伊
万
里
ま
で
で
、
上
陸

予
想
地
は
芦
屋
、
福
間
、
博
多
湾
が
想

定
さ
れ
て
い
た
。

第
五
十
六
軍
の
下
で
八
幡
―
福
間
間

の
防
衛
を
担
当
す
る
第
百
四
十
五
師
団

は「
米
軍
は
、
三
里
松
原
海
岸
に
大
量

の
艦
砲
射
撃
を
加
え
た
後
、
戦
車
を
先

頭
に
上
陸
す
る
」と
想
定
し
、
こ
の
一

帯
に
陣
地
を
構
築
し
て
迎
え
撃
つ
作
戦

計
画
を
立
て
た
。

師
団
は
、
５
月
上
旬
ま
で
に
若
松
、

折
尾
、
海
老
津
、
赤
間
、
東
郷
、
福
間

付
近
に
集
結
し
て
教
育
訓
練
と
陣
地
構

築
に
専
念
し
、
野
戦
重
砲
連
隊
に
協
力

し
て
離
島
の
要
塞
火
砲
を
沿
岸
要
域
に

配
備
し
た
。

第
百
四
十
五
師
団
の
作
戦
計
画

一
　
重
点
は
芦
屋
沿
岸
を
保
持
し
、
敵

を
水
際
で
撃
滅
す
る
。

二
　
大
島
、
地
島
は
こ
れ
を
固
守
し
敵

の
上
陸
基
地
利
用
を
妨
害
し
、
海
上

攻
撃
の
拠
点
と
す
る
。

三
　
師
団
主
力
は
、
洞
海
湾
北
側
高
地

か
ら
岩
屋
、
芦
屋
、
大
城
、
榎
坂
、

黒
山
、
手
野
、
湯
川
山
麓
、
高
向
を

経
て
勝
浦
東
側
高
地
の
線
を
主
陣
地

の
前
線
と
し
て
敵
を
撃
滅
す
る
。

四
　
敵
の
来
攻
に
当
た
っ
て
は
、
初
動

に
お
い
た
熾
烈
火
力
を
水
際
付
近
で

発
揮
し
、
撃
滅
す
る
よ
う
努
め
る
。

五
　
敵
が
も
し
上
陸
し
て
地
歩
を
占
め

る
と
き
は
、
執
拗
果
敢
な
逆
襲
を
敢

行
し
、
橋
頭
堡
陣
地
の
形
成
を
妨
害

し
軍
主
力
の
攻
勢
を
容
易
に
す
る
。

六
　
隣
接
兵
団
、
関
係
航
空
隊
、
海
上

部
隊
と
密
接
に
連
携
す
る
。

岡
垣
の
駐
屯
部
隊

岡
垣
駐
屯
の
部
隊
は
、
小
学
校
の
校

舎
を
使
用
す
る
の
で
上
級
生
は
近
く
の

神
社
で
授
業
が
行
わ
れ
た
。
三
里
松
原

内
に
は
空
襲
に
備
え
て
聴
音
機
が
設
置

さ
れ
て
い
た
が
、
陣
地
構
築
に
は
地
元

の
人
も
作
業
に
加
わ
っ
た
。

大
島
に
あ
っ
た
日
露
戦
争
の
と
き
の

要
塞
砲
を
湯
川
山
に
据
え
付
け
る
た
め

に
、
内
浦
小
の
子
ど
も
た
ち
も
砂
を
雑

嚢
に
つ
め
て
一
生
懸
命
運
び
上
げ
た

が
、
８
月
15
日
、
作
業
中
途
で
戦
争
は

終
わ
っ
た
。

翌
16
日
、
内
浦
駐
屯
の
将
兵
は
徹
底

抗
戦
を
叫
び
原
の
山
中
に
弾
薬
を
運
び

立
て
籠
も
り
、
村
で
は
急
い
で「
た
こ

つ
ぼ
」の
竪
穴
を
掘
り
竹
槍
を
用
意
し

た
。
と
い
う
話
が
残
っ
て
い
る
。

べ
っ
き
　
た
く
じ

14

第一四五師団陣地配備図(師団作戦計画付図)

※参考資料＝戦史叢書・岡垣町史

本
土
決
戦
と
お
か
が
き



朝
夕
冷
え
込
む
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
低
温
で
乾
燥
す
る
冬
場
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
が
流
行
す
る
季
節
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
に
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
死
亡
率
が
普
段
よ
り
高
く
な
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感
染
力
が
強

く
、
毎
年
流
行
地
で
は
人
口
の
約
10
〜

20
パ
ー
セ
ン
ト
、
全
国
で
百
万
人
以
上

が
感
染
し
て
い
ま
す
。
ま
た
38
度
以
上

の
高
熱
や
筋
肉
痛
な
ど
、
全
身
に
現
れ

る
症
状
が
重
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、

肺
炎
や
気
管
支
炎
な
ど
を
併
発
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
抵
抗
力
が
弱
い

と
い
わ
れ
る
高
齢
者
や
慢
性
の
呼
吸
器

疾
患
・
心
臓
病
な
ど
の
あ
る
人
は
気
管

支
炎
や
肺
炎
を
起
こ
し
て
重
症
化
し
や

す
く
、
時
に
は
生
命
を
脅
か
さ
れ
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
幼
児
で
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
を
起
こ
す
危
険

性
も
あ
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け

な
い
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
丈
夫
な
身

体
づ
く
り
を
心
掛
け
、
抵
抗
力
を
付
け

て
お
く
と
と
も
に
、
ウ
イ
ル
ス
を
寄
せ

付
け
な
い
工
夫
が
大
切
で
す
。

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
に
く
い
、
も
し

く
は
か
か
っ
て
も
軽
く
て
済
む
効
果
が

あ
り
ま
す
。
効
果
は
約
２
週
間
で
現
れ
、

約
５
か
月
続
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
流

行
す
る
前(

12
月
末
ま
で)

に
は
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
65
歳
以
上
は
公

費
負
担(

一
部
自
己
負
担
あ
り)

で
接
種

で
き
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
発
病
し
て
48
時

間
以
内
で
あ
れ
ば
、
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖

を
押
さ
え
る
薬
の
服
用
で
、
重
症
化
を

防
げ
ま
す
。

「
か
か
っ
た
か
な
」と
思
っ
た
ら
、

な
る
べ
く
早
く
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
早

め
に
治
療
す
る
こ
と
は
、
自
分
の
か
ら

だ
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
他
人
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
を
う
つ
さ
な
い
と
い
う
意

味
で
も
大
切
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
取
り
組
み

寒
い
季
節
を
上
手
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
。健

康
福
祉
課
保
健
師
　
能
見
　
由
香

ヘルシークッキング

あさりチャウダー
第161回

〟た
だ
の
風
邪
〟で
は
あ
り
ま
せ
ん

ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
た
め
の
生
活
術

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

か
か
っ
た
か
な
？
と
思
っ
た
ら

材
料(

４
人
分)

○
あ
さ
り
殼
つ
き
６
０
０
ｇ
○
ゆ
で
汁
１
カ

ッ
プ
○
豆
乳
２
カ
ッ
プ
○
タ
マ
ネ
ギ
み
じ
ん

切
り
40
ｇ
○
ニ
ン
ジ
ン
○
セ
ロ
リ
み
じ
ん
切

り
20
ｇ
○
パ
セ
リ
適
量
○
オ
リ
ー
ブ
油
大
さ

じ
２
分
の
１
○
塩
小
さ
じ
３
分
の
１
○
コ
シ

ョ
ウ
少
々

作
り
方

①
砂
を
抜
き
あ
さ
り
を
よ
く
洗
い
、
鍋
に
水

と
あ
さ
り
を
入
れ
、
強
火
に
掛
け
、
貝
が

口
を
開
く
ま
で
、
蒸
し
ゆ
で
に
す
る
。
貝

を
取
り
出
し
８
個
だ
け
殻
つ
き
の
ま
ま
残

し
、
残
り
は
殻
か
ら
は
ず
し
て
み
じ
ん
切

り
に
す
る
。
ゆ
で
汁
は
残
す
。

②
鍋
に
オ
リ
ー
ブ
油
を
入
れ
、
み
じ
ん
切
り

の
タ
マ
ネ
ギ
、
セ
ロ
リ
、
５
mm
角
に
切
っ

た
ニ
ン
ジ
ン
を
炒
め
、
刻
ん
だ
あ
さ
り
を

加
え
て
炒
め
合
わ
せ
る

③
ゆ
で
汁
を
入
れ
、
弱
火
で
15
分
く
ら
い
煮

る
。
豆
乳
を
加
え
て
煮
立
て
な
い
よ
う
に

温
め
、
塩
、
コ
シ
ョ
ウ
で
調
理
す
る
。

④
器
に
注
ぎ
、
殼
つ
き
あ
さ
り
、
パ
セ
リ
の

み
じ
ん
切
り
を
散
ら
す
。

一
人
分
の
栄
養
価

エ
ネ
ル
ギ
ー
99
kcal
／
た
ん
ぱ
く
質
５
・
４

ｇ
／
脂
質
５
・
３
ｇ
／
カ
ル
シ
ウ
ム
68
ｇ
／

塩
分
１
・
５
ｇ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
注
意
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岡垣町食生活改善推進会（ヘルスメイトの会）

抵抗力をつける

ウィルスをよせつけない

●栄養バランスのよい
食事で体力をつける

●過労や睡眠不足を避
ける

●お年寄りは保温に留
意する

●うがいや手洗い
をこまめにする

●加湿器を用い
るなど室内の
乾燥を防ぐ

●人ごみを避け
る

●ワクチン接種で
インフルエンザ
を予防

●子どもなどでは乾布摩
擦で抵抗力をつける



12月の行事予定 
し尿収集日程 

人頭制（普通式・無臭式） 
従量制（量による汲取り式） 

いこいの里 

スポーツ大会 

１日 

２日 

３日 

５日 

６日 

７日 

８日 

９日 

10日 

12日 

13日 

14日 

15日 

16日 

17日 

19日 

20日 

21日 

22日 

24日 

26日 

27日 

28日 
高倉、上高倉、新海老津、野間二、 
野間三、野間四、山田、西山田、 
東山田、南山田、茅原、桜台 

波津 

湯川、原、新松原、三吉、元松原 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ 

月２回汲取りＣ 

内浦、手野、西黒山、東黒山 

内浦、高倉、海老津、野間四 

上高倉、高塚、糠塚 

三吉、吉木 

高倉、吉木 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ 

月２回汲取りＣ 

手野、新松原、東山田、 
海老津（小局方面）、上畑 
高陽、東高陽、戸切、戸切百合野、 
戸切白谷、海老津 

4日 
9日 
 
10日 
11日 
16日 
 
18日 
 
 
 
 
 
24日 
25日 

おはなし会14:30 
いちご畑のコンサート「小山文子ムジカ・フォンタナ21 
　　(ピアノソロ・混声合唱)」18:30～19:00 
おはなし会14:30 
おはなし会14:30 
いちご畑のコンサート「関かおり・西秀美・深浦朋子 
　　(エレクトーン・ピアノ)」18:30～19:00 
うたおう2005こどももおとなも 
　　「ゆめフェスタサンリーアイ」13:30 
おはなし会14:30 
 
サンリーアイカルチャーフェスタ「サンリーアート作品展」 
　　9：00～18：00初日は13：00から、最終日は17：00まで 
おはなし会14:30 
おはなし会14:30

4日 
 
10日 
 
11日 

陸上競技連盟・岡垣町長距離走大会(町民総合グラウンド) 
　　9:00～12:00 
グラウンドゴルフ連盟・年忘れ交歓大会 
　　(町民総合グラウンド)9:00～14:00 
第40回遠賀郡ロードレース大会(芦屋町祇園崎運動広場) 
　　8:20～12:00

3日 
10日 
11日 
17日 
18日 
24日 
25日 

舞踊笠西会(笠 ひとみ) 
新舞踊翼流(翼 しげる) 
新舞踊末広会(吹雪 さくら) 
カラオケ(野間カラオケ同好会) 
舞踊宗家西川流（西川 昌蔵） 
冨久美新舞踊（冨久美 あや子） 
近代大正琴（彩音会） 

吉木、高塚、元松原、西黒山 
 

月２回汲取りＢ 

吉木(矢口方面)

吉木(正矢口方面)、塚原Ｂ 
 

吉木(正矢口・古小路方面)、 
塚原Ａ 
 

三吉、吉木(古小路方面)

三吉 

三吉団地、三吉 

手野、新松原、三吉団地 

内浦、手野、原 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ 

海老津、東黒山、西黒山、糠塚 

高倉、吉木（倉丸方面） 

高倉 

吉木、高塚 

海老津、野間三(高倉団地、 
西鉄団地)、波津、原、内浦 
 

吉木（倉丸方面）、上高倉、 
緑ヶ丘、海老津、上畑、野間一、 
野間四、西山田 
 

山田、東松原、百合ケ丘、鍋田、 
高陽、東高陽、西高陽、東海老津、 
海老津、新海老津、山田峠、糠塚 

戸切、戸切百合野、戸切白谷、 
上海老津 
戸切、戸切百合野、 
月２回汲取りＡ 
 

大　型　車 小　型　車 

ふれあいイベント(12:30～13:30)

おもちゃ図書館日程(13:00～16:00)　10日 
※24日  おもちゃ図書館はお休みです 

糠塚 

12月 

19日～25日 

人　口…31,998人(＋34) 

　　　内145人は外国人 

女　性…16,796人(＋21) 

男　性…15,202人(＋13) 

世帯数…11,779世帯(＋12) 

　　内64世帯は外国人世帯 

　　  (　　)は前月との比較 

出　生…19人 

死　亡…29人 

転　入…124人 

転　出…80人 

まちの広さ…48.51km2

10 

0 

0 

18

（－2） 

（±0） 

（±0） 

（－1） 

（－11） 

（＋1） 

（±0） 

（＋12） 

147 

1 

7 

205

9月（前年比） 累計（前年比） 

ひとの動き（10月末） 人身事故件数（9月） 

救急・火災医療（10月） 
救急 出場件数 90 

　　 搬送人員 84 

火災 出火件数 0 

　　 り災世帯 0 

 火災の問い合わせ 
遠賀郡消防本部10180-999-998

事故件数 

死亡者数 

重傷者数 

軽傷者数 
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12月の行事予定（　町イベントなど　 健康福祉事業） 

第
1

第
4第

2

第
3

水 

木 水 

木 水 

木 
東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 
三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糠塚、 
山田 
湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

○有料シールを貼付してください○粗大ごみは自宅まで取りに行きます○出せるごみは 
「ごみの分け方、出し方」を見てください 

上畑、海老津、戸切百合野 

波津、吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、三吉団地、原、波津、 
内浦 
糠塚、東黒山、山田、戸切、西山田、高倉、上高倉、 
吉木、高塚、塚原 
波津、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、戸切、西黒山、 
高倉、上高倉、新松原、元松原 

月２回大型汲取り 
収集地区 

A（1日目） 

B（2日目） 

A（1日目） 

B（2日目） 

C（3日目） 

月２回小型汲取り 
収集地区 

1 
（木） 

2 
（金） 

9 
（金） 

3 
（土） 

4 
（日） 

11 
（日） 

5 
（月） 

12 
（月） 

6 
（火） 

13 
（火） 

7 
（水） 

14 
（水） 

8 
（木） 

15 
（木） 

10 
（土） 

16 
（金） 

17 
（土） 

18 
（日） 

24 
（土） 

25 
（日） 

19 
（月） 

26 
（月） 

20 
（火） 

27 
（火） 

21 
（水） 

28 
（水） 

22 
（木） 

29 
（木） 

30 
（金） 

31 
（土） 

23 
（金） 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」応
募
作
品
か
ら 

　
　
　
　
　
納
め
よ
う
　
あ
な
た
の
税
は
　
大
切
で
す
　
　
鶴
田
　
　
友 

粗大ごみ収集日程 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

○保育料………………12月分 
　(延長保育料は11月分) 
○町営住宅家賃………12月分 
○固定資産税…………3期分 
○国民健康保険税……7期分 

土日祝日を除く収集日の2日前までに環境共生課へ電話で申し込んでください 

にこにこ育児サークル(こども未来館)10:00～11:30

祝・天皇誕生日 

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

こどもの発達相談「予約制」(役場)9:00～12:30

障害者週間街頭啓発(町内3か所)16:00～ 
母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

岡垣町人権講演会(岡垣サンリーアイ)13:30～16:00 
東・中部保育所生活発表会（各保育所） 
東部9:00～、中部9:30～ 

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

３歳児健診(いこいの里)13:00～13:20受付 

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

４か月児健診(いこいの里)13:00～13:15受付  
７か月児健診(いこいの里)13:15～13:30受付 

にこにこクッキング「予約制」(中央公民館) 
10:00～12:30

創作工房人の駅(情報プラザ人の駅) 
①10:00～12:00②14:00～16:00  
フリークライミング(こども未来館)13:00～16:00

岡垣町少年少女音楽祭(岡垣サンリーアイ)13:30～  
世界のクリスマス(中央公民館)11:00～14:00  
おもちゃ病院(こども末来館)10:00～16:00 
障害者クリスマス交流会(いこいの里)10:45～ 

子育て相談(こども未来館)9:30～11:30  
自由広場(こども未来館)9:30～11:30  
健康相談(東部公民館)10:00～11:30

上
旬『
サ
ン
リ
ー
ア
イ
和
紙
ち
ぎ
り
絵
作
品
展
』　
下
旬『
児
童
生
徒
の
人
権
作
品
展
』 

駅
前
ぎ
ゃ
ら
り
ー 

三里松原松葉かき(三里松原内黒山浜)9:00～11:00
フリークライミング(こども未来館)13:00～16:00

年末防犯キャンペーン(町内６か所)15：00～16：00

遠賀郡消防署　1293－1231へ 

○女性のための悩みごと相談 ｢おかがきホ ットライン｣ 
　10:00～17:00 
　1092－741－7140《毎週水曜日》 
○教育電話相談(教育委員会内) 
　1282－4884《毎週月・水・金曜日》 
○心配ごと相談　13:30～16:00 
　2日(金)いこいの里、9日(金)東部公民館  
　16日(金)いこいの里 
○法律相談　13:30～16:30 
　9日(金)、16日(金)いこいの里 
　※要電話予約1283－2940 
○行政相談　13:30～16:00 
　9日(金)、16日(金)いこいの里 

12月の納期 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 

公共施設などの休み  
12/28～1/3 
いこいの里（浴室コーナー） 
12/28～1/4 
情報プラザ人の駅、岡垣サンリーアイ  
12/29～1/3 
役場、中央・東部・西部公民館、 こども末来館、
いこいの里、 町内各体育施設 
※岡垣コミュニティバスふれあい 
　12/30～1/3は、土日祝日ダイヤで運行します。 
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今回の表紙

11月10日に献血が行われました。献血
は、輸血や血液製剤のもとになる血液を確
保するために行われています。
今年度、岡垣町では5回行う予定で、こ

の日は100人以上が会場を訪れ、約90人が
献血しました。
11月29日には役場で、3月10日には東

部・中央公民館で行われますので、みなさ
んのご協力をお願いします。

｢私の頭の中の消しゴム｣という韓国映画を見に行きました。妻がアル
ツハイマー病にかかってしまい、どんどん記憶を無くしてしまうという
話でした。久々に号泣。広報でも、こんな感じで泣ける特集を作ってみ
たいなと思いつつ、映画館を去りました。このように、最近何をするに
しても広報のことが頭をよぎります。 (竹森)
この記事がみなさんの目にとまるのは二十四節気の一つ小雪(しょうせ

つ)が過ぎたころです。「木々の葉は落ち、平地にも初雪が舞い始めるころ」
だそうですが、温暖化により初雪は遅れてくるのでしょうか。岡垣町で
はISO14001の認証を取得し、環境の保全と改善の取り組みを推進して
います。今年の冬は「ウォームビズ」で乗りきります！ (今村)

▲
▲

数年ぶりにウミガメが産卵に来た三里松原海岸
ですが、近年、この海岸は漂着物や人の散らかす
ゴミで大変汚れています。その現状に、町内の児
童・生徒の自然を愛する気持ちが動き、三里松原
海岸の清掃を行ってきました。今年も町内の小中

学生2,200人以上が清掃活動をし、約2トンのゴミ
を収集して海岸がきれいになりました。このきれ
いになった海岸に、来年もウミガメが産卵に来て
くれることを願っています。
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郷土を愛し自然を守る気持ちを育む

10/19 クリーンアップ三里海岸


